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高校生と市長とのタウンミーティング 

令和８年度 

【参加校】※発表順 

１．加治木高等学校 

２．鹿児島工業高等専門学校 

３．蒲生高等学校 

４．加治木工業高等学校 

５．龍桜高等学校 

【会次第】 
１. 開会 
２. 市⾧あいさつ 
３. プレゼンテーション 
４. 総括 
５．閉会 
６. 記念撮影 

ファシリテーター 

第一工科大学 
石田尾 博夫 名誉教授 
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・駅周辺に人が集まる施設を作ることが大事だと考えます。駅からバスに乗って帰ろうとバスの本数が少なくて、待

ち時間が多いため、駅周辺に人が集まる施設を作ることで、バスの待ち時間をつぶすことができ、バスを利用する

難易度がグッと減ると思います。 

 

・レンタサイクルを駅に設置すべきだと思います。昨年、宮崎県の青島に電車で行ったのですが、その時に駅に設

置されているレンタサイクルを利用されている観光客の方がたくさんいて、魅力的な手段の１つだなと感じました。 

 

・お金をかけない取り組みとして、公共交通機関を使った目的別（ご飯めぐり、自然等）の観光プランを作成す

ることで、まだ知られていない施設やお店などを知ってもらうことができます。 

 

・加治木高校では毎年かもだ通り商店街の活性化に取り組んでいます。そこで、師走市と初市のイベントに関わ

り、師走市では高校生のブースを作ることで高校生の来場者を増やし、初市ではＳＮＳアカウント開設し情報を

発信することで来場者数を 4,000 人増やすことができました。 

 

・SNS を使って告知をより効果的に行うことを提案します。親しみやすい動画配信やフォトコンテストを開催するな

ど、市内外を巻き込んだ告知方法にすることで、より親近感をもってもらえると思います。  
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・これまで姶良市に来てもらってお金を使ってもらうということばかり考えていましたが、出ていく人にも待
ち時間にお金を使ってもらうという発想は素晴らしかったです。 
 
・「ボランティアをしたい」と思ってくれている学生の存在がいるということがありがたいですし、発信の仕
方をよりしっかりしていかないといけないなと思っております。 
 
・告知については、我々ももっと SNS を頑張っていかなければならないということで、今、市役所の中
で SNS 担当をしてくれる若手職員を募集しています。 

 一つ質問ですが、説明の中ででてきた、宮崎県の青島には、どういうきっかけで青島を選んで行かれ
たのですか? 

友達と遠出をしたいねということで、宮崎に行こうということをまず決めました。そこで、宮崎のことをネッ
トで色々と調べる中で、青島は観光や自然や神社とか写真映えしており、行ってみたいと思って行き
ました。 

 

やはり、情報を集めてから行かれたんですね。車を持っていない高校生でも、行ってみたいと思ってもら
うような広報というのはやはり大事ですね。 

 

・高校生の皆さんが地元のすばらしさの情報発信に関わっていくことはとても大事ですね。 
 
・観光客を増やすだけではなく、地域に利益をもたらすように、駅周辺に人が集まるような施設を
作り、情報発信を自らしていくという考え方は、この姶良市ならではの強みをさらに発展させられる
のはないかと感じました。 
 
・さらなる発展のためにも、高校生の皆さんのボランティアの参加や自分自身が情報発信だという
想いが素晴らしいなと思いました。 
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・姶良市の課題として、バスを中心とした公共交通機関の需要と供給がかみ合っていないのではないかと考え、 

姶良市の重要な課題は快適な公共交通の整備であると考えました。 

 

・快適な交通環境の整備のために３つの取り組みを提案します。１つ目が行政の取り組みとして、バスの本数を増や

す、時刻表を見直す、駅とバスの連携。２つ目が地域の魅力を増やす取り組みとして、ＳＮＳなどで姶良市の観光地

など魅力を発信すること。３つ目がバスの利用者を増やす取り組みとして、姶良市の全ての交通状況を知ることができる

アプリを開発すること。 

 

・地域の魅力を発信することで、観光客が増え、それにより地域にお金が増えることで、不十分な道路の整備等に充て

ることができると考えています。 

 

・観光とバスの利用を絡めたアプリを作成してきました。こちらのアプリは地図上に蒲生地区だけに限定して作成しました。

地図上に観光地とバス停のピンが表示され、観光地のピンを押すと近くのバス停の次の便などが表示されます。また、時

刻表にとぶことができるリンクも貼ってあります。 

 

・姶良市への提案として、姶良市の管轄であるコミュニティバスの本数を増やしていただき、病院だけでなく、観光客も利

用しやすい公共交通機関の充実を図っていただきたいです。 
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・姶良市のコミュニティバスについて、多くの方から本数を増やしてほしいというご依頼がきておりま
す。今、８月の間だけ無料月間として告知をしているのですが、知っている人はいますか? 
 →（３名程挙手） 
ありがとうございます。これほど逆にいるというのは逆に驚きましたが、やはりもっと広報も頑張ってい
かなければいけないですね。 
 
・皆さんの生活のなかで、具体的なスケジュールをもってバスの待ち時間等を示してくれたことが、
大変参考になりました。皆さんが普段どのような生活をして、どのようなことが必要で需要があるの
かということを細かく調べていかなければいけないなということを改めて認識しました。 
 
・ただバスを増やして欲しいということだけじゃなく、こういう方法をやれば観光客などが増えるという
提案をいただき、アプリまで作っていただきありがとうございます。こういったアプリも業者さんに頼むと
すごくお金がかかってしまいます。今後、高校生と一緒に開発するような取り組みなどもできたらい
いな思いました。 

 

・高校生ならではの快適な交通環境について、通学や外出など、学生の皆さんは毎日感じている
ことだろうと思います。公共交通というのは、事業者・経営体というのがあるので、一括に解決して
いくことは難しいのですが、今ご指摘あったように、常に利用者側として地域の実態を情報交換・
情報共有を行うことが大事だなと思いました。 
 
・交通環境の改善というのは、行政や交通事業者だけでなく、高校生の意見を継続的に取り入
れていく仕組みが大事ですね。 
 
・快適な交通環境とは、必要なアクセスを確保することが極めて大事であり、さらにその利便性を
高めることが、訪れる人にとっても快適な交通環境につながるということになると思います。 
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・姶良市は交通利便性が高いからこそ、渋滞の原因になっていると思います。滞在するだけの宿泊施設 

を伴う文化施設や体育施設がない。都市部には自然が少ないなどたくさんの課題があります。 

 

・蒲生高校からの提案として、物理的にも金銭的にも難しいと思いますが、駅の利用を含めた公共交通機

関の見直し、文化施設・体育施設の誘致、道路や公園の整備をしてもらいたいです。 

 

・高校生にもできる提案として、SNS を活用した PR 動画の作成です。情報モラルをしっかりと学習して取り

組む必要があります。さらに、高校生実行委員会の設置です。この実行委員会で将来的には空き店舗な

どの運営などもできたらいいなと考えています。そして、仕上げは姶良市旅行プランの作成です。ここまでくる

と、市民参加型まちづくりに高校生も参加できると思います。 

 

・蒲生高校は４つの柱を通してまちづくりに取り組んでいます。蒲生高校地域活性化戦略として、これから

も色々なことにチャレンジしていきます。 
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・コミュニティバスの現状分析のところで、コミュニティバスの利用者が年々増えているところを知っ

て、これまで赤字など大変だという部分ばかりしか見ていなくて、紐解けばやっぱり依存しているんだ

なということが分かり、もしかしたら、もっとちゃんとやり直したらチャンスになるんじゃないかという気づ

きを与えてもらいました。 

 

・旅行プランの作成について、先ほどの高校でも同じ提案をいただいたんですが、ぜひ各高校に１

つ旅行プランを提案していただいて、市の若手職員でＳＮＳのチームを作っている最中なので、そ

の方々と一緒コラボレーションして、姶良市の魅力を発信していくプロジェクトチームを立ち上げられ

たらなと思いました。 

 

・県内で姶良市は唯一人口が増えていますが将来的には減っていきます。でも現在まだ増えてい

るとことはチャンスなので、今 10 年後に備えて何をするのかっていうのが本当に大切だと思っていま

す。 

 

・一過性や一時的なものに終わらせるのではなく、今回のような提案を実施し、さらに振り返りなが

ら、さらに継続していくということが問われるし、重要ではないかなと思います。 

 

・高校生によるＳＮＳいわゆるＰＲ動画などの作成は、高校生のみなさんの方が優れていますし、

アイデアをたくさんもっていると思います。また、お金をかけない取り組みとしても、高校生実行委員会

という提案もあって、私も非常に関心をもちました。ここでは地域課題を話し合うワークショップの定期

開催をするとか、ＳＮＳやオンラインフォームを使っての意見集約とかいろんな可能性があるなと感じ

ました。 
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・姶良市にある５校の高校や高等技術専門校、林業大学校、看護学校、警察学校といった専門的な 

エッセンシャルワーカー養成機関というチャンスに目を付けました。市内に大学はありませんが、実は専門的な教

育基盤は豊富にあります。しかし、それらが繋がっていないため、18 歳からの人材が流出してしまいます。 

 

施策を２つ提案します。 

・施策の１つ目は、ものづくりジュニアユースの創設です。工業高校の生徒が指導官となり、中学生に技術を教

える地域クラブを創設します。国の「ものづくりマイスター事業」などを活用することで、市の財源を使わずに、

2031 年の部活動地域移行の受け皿として機能することができます。 

・施策の２つ目は、空き教室や市庁舎を活用した通信制大学センターの設置です。全国の通信制大学に通

う地元の学生が集まる自習室ハブを作ることで、個人戦だった学びを団体戦に変えることができます。これらの

大学生の姿は、中高生のロールモデルとなり、新しい選択肢の良い見本となります。 

 

・２つのことを提言します。１つ目は企業代理返済型奨学金の推進です。ものづくりジュニアユースや通信制

大学センター、ハブ構想に参加し、地元に残り学ぶ若者に対し、市内企業が奨学金を代理返済する仕組み

づくりです。２つ目は、まちづくりワークショップのアーカイブ化です。これまでの提案したアイデアがどのように検討さ

れたかなど、高校生のアイデアをやりっ放しにせず、市の歴史として蓄積することで、次世代の参加者の参加意

欲を高めます。 



10 

 

・姶良市はエッセンシャルワーカーの育成機関が豊富であるということに関して、なるほどと改め

て気付きました。林業大学校などの個々の役割は十分理解しているつもりでしたが、それが集

合体としてこの姶良市にあるということに改めて気づかされました。 

 

・高校生が中学生にも教えられるというところも気づきになりました。 

 

・今姶良市には不登校の生徒さんが 300 人ほどいます。また、通信高校や通信大学などに

通う人たちも増えているのですが、少し寂しいなと思うのが、やはり人間同士のリアルタイムでの

つながりというのが大事だと思っています。仮想空間やデジタル上だけでなくリアルな場で何か

一緒になれるような取り組みができたらいいなと思います。 

 

・加治木庁舎ができて、その中で高校生がすごく自習をしていて、席が足りないというような声

も聞こえていて、自習という需要がすごくあるのだなと気づいて、そのあたりの取り組みも進めて

いきたいです。 

 

・意見を聞きっぱなしというご指摘をいただいたのですが、私も昨年の提案内容を１回見せて

いただきたいなという風に思います。おそらく昨年度提案されたかまどベンチ、これが今回加治

木支所の広場に３つ程設置されることになっていますので、もしかしたら、みなさんの意見が反

映されたのかなと思います。いただいた意見がどうなったのかというのは、アーカイブで残して伝え

ていければなと思います。 

 

・姶良市には多くに知恵と技術をもった方々がいらっしゃるので、そういう知恵をつなぐ行政であ

りたいと思いました 

 

 

・資料のまとめ方やスライドの作成も、極めてインパクトの強いまとめ方をされていて素晴らしいなと思

いました。 

 

・まちづくりワークショップ等の記録をアーカイブとしてまとめていただきたいという指摘は、とても大切な

指摘だと思って聞いておりました。 

 

・通信制大学センターの話では、既成概念にとらわれず、現在は学びの場所はいろんな場所ででき

るんだという発想で、姶良市は通信制大学等できつつありますが、さらに実効性につながる提案にな

ればと思ってお聞きしておりました。 
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・雇用スキルボードの開発を提案します。ゲームのスキルボードをイメージしており、求職者のスキルと 

収入アップの過程が表示され、求職者の能力やキャリアアップにあった仕事を AI が紹介する仕組みです。 

スキルの整理を可視化することで求職者・事業者どちらにもメリットがあります。すでに堺市では AI を活用し

た就労支援が行われています。 

 

・調べていくうちに、育児や介護で、時間や場所に制限があり、仕事に就きづらい現状が予想以上に多かっ

たため、雇用スキルボードは短時間勤務の方の使用を想定しました。 

 

・私たちができる取り組みついて「知らなきゃ何も始まらない」をコンセプトに高校生目線の姶良紹介動画を

考えました。姶良市は誕生から 16 周年ということで、人間でいえば高校生です。これを記念して高校生キ

ャラクターを作ってみたら面白いと考えました。 

 

・最大 30 秒のショート動画で、移転・移住、観光、進学候補の参考になるよう姶良に親しみを持ってもら

える内容できらたらと思っています。AI によるモーション転写動画作成にも挑戦してみました。この動画は、

撮影後１分程度で完成し、安全で安価で持続可能な取り組みが可能です。 
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・姶良市はベットタウンということでサービス産業が一番多いです。提案のなかでも小さな工場をつく

ればいいというような内容もあったのですが、姶良市のまちの中には土地がない。少し離れた場所や

蒲生などの土地では、農業の振興をすすめなければならないということで、悩ましいところです。 

 

・色々な生き方を選べる姶良市にしたいというのが私の一番の思いです。例えば今までよそにでない

とできなかった仕事が姶良市にいながらできるとなったら最高だと思いませんか。海も山も川もあって、

ちょっといけば鹿児島市内などの都会もあるしという状況で住みここちナンバーワンになってると思うん

ですけど、ここに仕事がついてきたら最高ですよね。 

 

・県内で住みここちナンバーワンに７年連続で続いていますが、ぜひどういう企業誘致をするか、そして

それは地元のための企業誘致にちゃんとなってるのかという将来展望まで含めて考えていく必要があり

戦略が大事ですね。 

 

・その地域の特性に合わせた誘致、あるいは、業種を明確にする戦略が大事じゃないかというご指摘

だったと感じています。 

・戦略の一つとしてウェルネスという健康やメンタルの展望を掲げているのですが、姶良市に住むことで

健康にいい食べ物を食べれるとか、さまざまな介護や看護のデータを蓄積することで姶良市に住む人

の健康度合いがあがっていることによって、そのデータをとって、将来おじいちゃん、おばあちゃんになった

ときに病院に行く回数が減ったり、子どもたちの学校給食をオーガニックの食材を増やすことで子どもた

ちが風邪をひく回数が減るんじゃないかなど、そういったウェルネスに関しての企業を誘致していこうと戦

略として思っているところです。 


